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発問で育てる人間性（２）
―小学校音楽科における発問例を中心に―

福島　さやか・宮脇　博巳 *

Humanity Nurtured through Questioning (2)
―Focusing on Examples of Questions in Elementary School Music Studies―

Sayaka FUKUSHIMA and Hiromi MIYAWAKI

概　要
筆者らは拙著「発問で育てる人間性」１）において、コロナ禍におけるオンライン授業等の新しい環境下で

の教師と児童の基本的な学習方法を検討するために、小学校、大学、職業専門学校の教員を対象としてアン
ケート調査を行い、発問の重要性を改めて確認した。また、人間性という視点に基づいた初等音楽科教育と
初等理科教育に関連する発問（問答）例を提示した。本稿では、小学校音楽科低学年及び中学年の発問（問
答）例を示して検討を進めた。

キーワード： 発達教育学、発問、人間性、オンライン授業、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）、 
STEAM教育、発想力向上

Ⅰ　はじめに

2020年３月、新型コロナウイルス感染症（COVID）パ
ンデミックが宣言された。このパンデミックは、多方面
で人々の日常生活を変えてきた。教育現場においても、
さまざまな対応の１つとして、オンライン授業の導入が
行われた。

初等音楽科教育においても、さまざまな実践が重ねら
れてきた。『季刊音楽鑑賞教育』（2021年４月）では、【実
践】コロナ禍から見えてきた音楽の授業①２）において、
福岡亨子氏の『コロナ後の世界をつくっていく子どもた
ちを育むために』の実践が示されている。コロナ禍の不
安の中で様々な音楽が注目されたことを受け、小学生な
りにそれらの音楽が多くの人たちの心を捉えていること
の意味を感じ考えてほしいとの願いから、題材「今の状
況下で聴いてほしい音楽」を設定し、休校期間中の家庭
学習に配慮されていた。一斉登校になった後、《花は咲
く》（岩井俊二作詩・菅野よう子作曲）の練習が始まり、
歌詞を味わった子どもから「今は悲しいけれど、その先
に良いことが待っているような希望を感じる」「一人ぼっ
ちではない繋がりを感じる」のような深い読み取りが確
認できたことが記されている。

また『教育音楽・小学版』（2022年４月）では、授業
レポート：「「Withコロナ」で見い出す音楽授業の本質」３）

のなかで、髙倉弘光氏の『あえて「いつも通り」のオン
ライン授業』が示されている。授業はオンライン授業に
慣れた様子の子どもたちの様子から始まっている。《ゆ
かいな時計》の鑑賞の授業であるが、授業冒頭では、曲
名は示されないまま、教科書も開かないままで進む。全
員を一斉に見渡せるギャラリービューで先生は、ある子
どもが口を動かしていることに気が付いて「なんて言お
うとしたの？」と呼びかけ、子どもはこの曲の特徴的な
音を、口を鳴らしてまねてみせたことが記されている。

福岡氏の実践では、音楽が心に働きかけることも重視
した。休校期間に学んだ内容が、一斉登校後の授業につ
ながっている様子が確認できる。福岡氏は、コロナ以前
から行ってきた音楽の授業の価値を丁寧に見直した。さ
らに深めることの必要性について述べている。また、髙
倉氏の実践では、普段の音楽室での授業と同様の発問や
板書などで進められている。そして、子どもたちと教員
の対話が重視されている。福岡氏と髙倉氏の実践では、
豊かな教材解釈とともに普段の子どもたちの生活や学び
を深くとらえたうえでの実践が重ねられている。

田中（2023）４）は、講話「うた（音楽）の力－音楽科
の存在意義－」のなかで、芸術教育（音楽）の存在意義
について、ハーバード大学 R.コーガン教授（現代音楽
の第一人者）の言葉「（略）科学研究はロジカルなバー
バルの世界ととらえられがちだが、科学研究は芸術と同
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じノンバーバルな直観の世界、科学研究に必要な直観力
を芸術は支える（2021年７月講演）」を示し、アートが
サイエンスを育むことを示している。ここでは、STEAM

（米国で始まった Science、Technology、Engineering、
Mathematicsに Artを加えて学習することで芸術の心を
融合させようとする活動）化だからこそ芸術教育が重要
になることを指摘している。

「Society5.0に向けた人材育成に係る大臣懇談会（平成
30年６月５日）」５）では、「Society5.0において我々が経験
する変化は、これまでの延長線上にない劇的な変化であ
ろうが、その中で人間らしく豊かに生きていくために必
要な力は、これまで誰も見たことのない特殊な能力では
決してない」と断言した。「むしろ、どのような時代の変
化を迎えるとしても、知識・技能、思考力・判断力・表
現力をベースとして、言語や文化、時間や場所を超えな
がらも自己の主体性を軸にした学びにむかう一人一人の
能力や人間性が問われることになる。」として人間性の
重要性が示されている。
本稿では、発問、人間性、発達と教育の関係について

述べた後、小学校音楽科教育低・中学年の発問（問答）
例を示し、検討を進める。

Ⅱ　発問について

大田（1988）６）は、「発問」について「授業において、
教師が子どもたちにいろいろ問いかけることを一般に発
問という。・・・子どもたちの実態と教育内容・教材の
双方についての深い理解が求められる。主発問は、１時
間の授業についてだけではなく、単元の全体をとおして
系統的に考えられる必要がある。」と述べている。
また豊田（1990）７）は、「発問」について「授業中にな

される教師の問いかけである。・・・発問が子どもに思
考と発見を迫る機能をもつには、発問によって「おかし
い」「なぜ」「どうして」という疑問を子どもたちの中に
生じさせる必要がある。・・・①どうしたら子どもたちの
思考をこの教材の問うべきものに向かってよび起こし、
限定し、方向づけていくことができるか、②しかも今日
の教師の発問が明日には子ども自身の問いになるように
するにはどうすればよいか、を自覚して発問を構想する
必要がある。」と述べている。

Ⅲ　人間性について

「人間性」について、清水（1967）８）は、「・・・純粋
化された人間性が曖昧かつ無力であるところから、その
後天的形成としての教育が必然的に要求され、また曖昧
かつ無力というのが可塑性にほかならないところから、
教育の可能性が成立する。」と述べている。
また松井（1990）９）は、現代は人間性の概念がかつて

なく多義となっていることを指摘している。そして「常
に歴史を視野に入れ、それぞれの思想のなかでのとらえ

方を見きわめる必要がある。」と述べている。教育にお
ける人間性について、見きわめながら検討を進める必要
がある。

Ⅳ　発達と教育の関係について

大田（1988）は〔発達と教育の関係〕について10）、教
育は、人のちがいをこえて人を結びつける文化を子ども
たちに教える仕事を含んでいることを述べている。また
目的意識的選択の力量を鍛えるためには、問いに対して
答えを出すまでの分別に着目して、評価し励ましていく
ことが、教育という仕事の核心にある過程であると述べ
ており、問いと答えのプロセスの重要性を説いている。

Ⅴ　発問（問答）例

ここでは初等音楽科教育における、歌唱と音楽づくり
に関連する発問（問答）例を示す。発問①に対する子ど
もたちの言葉に反応して、教師がどのように発問②を行
うか。さらに子どもたちは、その発問②に対して、どの
ように答えていくかを示している。

１　メリーさんのひつじ〔３年生〕
《メリーさんのひつじ》は、令和６年度の教育芸術
社３年生の音楽教科書に、新規で掲載される予定であ
る11）。これまでにも、日本の音楽教科書に掲載されてき
た歌曲である12）。また高等学校の音楽教科書において、
音楽の諸要素を学ぶ際にも提示されている曲である13）。
そして就学前に歌われることも多いと考えられる歌曲で
あり14）、さまざまなところで親しまれている。
本稿では、歌唱を行った後リコーダー演奏で《メリー

さんのひつじ》を表現することを考えて、発問例を提示
している。歌詞については、３番までの歌詞を提示する。
さまざまな解釈等がある。ここでは、ウィル・モーゼス
の絵本『Mary and Her Little Lamb』15）について取り上げ
る。この絵本は、本当に起った話をもとに描かれている。
ある朝メリーと父親がひつじ小屋を見てみると、２匹の
子ひつじが生まれていた。子ひつじの１匹が弱っており、
メリーが看病して、元気になる様子が描かれている。そ
の後夏には、メリーと子ひつじが花をつんで輪飾りをつ
くって遊ぶ様子や、お茶会を楽しんだ様子が描かれてい
る。また、メリーの友達は遠くに住んでおり、子ひつじ
が一番の親友だったことが記されている。そのため、学
校に行く年齢になったメリーが学校に行く際に、子ひつ
じがぴったりとついてきたことが分かる。
授業のなかで、子どもたちのなかには自分の家で飼っ

ている犬と自分との関係と重ねて考える子どももいるこ
とが予想される。絵本のなかでは、アメリカの文化に触
れる箇所が含まれる。歌曲のイメージをより広げた後に
楽曲の演奏に移行することで、子どもたちの演奏時の表
現がより豊かなものになると考えられる。
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発問で育てる人間性（２）

発問例1：「メリーさんのひつじ」

皆で《メリーさんのひつじ》を3番まで歌う。

発問「なぜひつじは、メリーさんについて学校にいったのでしょうか？」

ひつじも学校に
行きたいから。

メリーさんのこと
が好きだから。

主活動にむけてのまとめ
メリーさんのひつじは、学校にもとても関心が高いようですね。メリーさんのこと
が大好きで、いつも一緒にいたい気持ちが高まっているようです。この様子をイ
メージしながら、もう一度、皆で歌ってみましょう。歌を歌った後は、リコーダー
での表現にもつなげていきましょう。

発問「なぜ、ひつじは学校に
行きたいのでしょうか。」 発問「なぜ、メリーさんのこと

が好きなのでしょうか？」

たくさん遊んでく
れて、一緒にいて
楽しいからです。

友達と会って、
遊べるからです。

:（教師） :児童

２　身の回りの音（風鈴）〔２年生〕
音楽づくりに関連して、音の素材について学ぶ際の導

入部分の発問を示している。
風鈴は、さまざまな種類のものが存在し、音色もさま

ざまである。陶器製のものや、金属製のものもある。形
を見比べたり音色を聴き比べてみることでも、子どもた
ちは、いろいろな気づきを得る可能性がある。風鈴は、
楽器の１つでもある。『楽器』16）では、ビルマの金属製
の風鈴と韓国の金属製の風鈴（ロンドン、ホーニマン博
物館蔵）が提示されている。ホルンボステル＝ザックス
分類法では、体鳴楽器である。体鳴楽器の音の発生につ
いて、①叩きつける、②踏む、③振る、④打つ、⑤打ち
合わせる、⑥こする、⑦ひっかく、⑧はじく、の８つの
音を出す方法がある。「打つ」体鳴楽器が最も多い。風
鈴も「打つ」に分類されている。また、形状は（a）棒、
（b）鐘、（c）ゴング、（d）鉢、（e）木琴のような板片状
のものなどである。素材や音の出し方そして形状が出る
音に大きな影響を与える。先に述べた８つの音を発する
方法については、手作り楽器をつくる際の考え方にもつ
ながっていく。
絵本『音楽ばんざい！』17）では、ホルンボステル＝ザッ

クス分類やさまざまな楽器が描かれており、どこの国の
楽器であるかも併記されている。音楽の世界の広さやリ
ズムやメロディーはどのような意味をもつかといった内
容からこの絵本は、始まっている。このような絵本など
の紹介などを通して、子どもたちとともに、音楽の広さ
を考えていくことも考えられる。

風鈴の音については、「風鈴の音がピーという（単）
音だったとしたら少しも涼しいとは感じない。いくつか
の周波数の音が振動しながら重なりあったところに、私
たちの耳は反応するのです。規則的でない、ちょっとく
ずれたところに涼しさを感じている」18）という分析もあ
る。それぞれの音がもつ意味などについて想像し、深く
考えていく必要がある。
風鈴を提示する際に、目を閉じるなどして風鈴の音の

みをきく場合は、目を開けて風鈴を見てきいた場合と、
「異なる音」と感じる子どももいることが考えられる。ま
た、実際には同じ風鈴であるため、「同じ音」と感じる
子どももいると予想される。風鈴の鳴らし方によっては、
ベルの音と同じように感じる子どもがいることも考えら
れる。ガラス製の風鈴には、絵が描かれているものがあ
る。例えば、ひまわりの絵が描いてある場合には、ひま
わりの匂いがする、風の音がするなどと感じたことを発
表する子どもがいることも予想される。陶器製の風鈴と
ガラス製の風鈴を実際に手で触れて違いを探す活動を行
う際には、子どもたちが形状の違いに気付くことも考え
られる。素材の異なる風鈴を提示した際には、音の高さ
の違いに気付く子どもがいることも予想される。風鈴の
提示方法によっても、さまざまな問答パターンが考えら
れる。同じ時間に同じ場所で、同じ方法できく音につい
て、子どもたちの答えにもさまざまな内容が現れること
が考えられる。音の面白さ、音を感じる楽しさ等をクラ
スで共有し、音をつくりだすこと、音楽をつくる活動へ
とつながっていくことが考えられる。

発問例2：「風鈴の音色」

皆で風鈴（ガラス製）をきく。

発問「どのような気持ちになりましたか。」

涼しい感じに
なりました。

いつもとは違った気
もちになりました。

導入のまとめ
今日皆で聴いた「風鈴の音色」は高い音でした。日頃聞き慣れない音色が聞こ
えて、涼しそうな音、いつもとは異なった印象的な力をもった音にもきこえま
したね。不規則にきこえた部分もあったかもしれません。これからも、さまざ
まな音を注意深くきいて観察していきましょう。

発問「それでは、暖かく感じる時の音
には、どんな音があるでしょう。」 発問「いつもの音には、

どんな音がありますか。」

友だち同士で話して
いる時の音などです。

本を読んでもらう時の
声は暖かく感じます。

:（教師） :児童
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Ⅵ　総括

《メリーさんのひつじ》は、令和６年度の音楽教科書
のなかでアメリカ民謡として提示される。多くの人々に
長く歌いつがれ、生活感情、地域性などを反映している。
このような楽曲のもつ特性も感じながら学び、音楽の諸
要素の学びへとつなげていくことも重要と考える。
歌唱に関して就学前に、歌を歌ったりする楽しさを味

わい19）、初等教育段階では、どのように歌うかについて
思いや意図をもって表現することなどの学びを深めてい
く。中等教育段階では、曲種に応じた発声を学ぶ20）こ
とにつながっていく。そして高等学校では曲想と音楽の
構造や歌詞、文化的・歴史的背景との関わりの理解が深
まっていく21）。ここでは、自分自身で捉えていく過程も
重要となる。このように学びが広がり、深まっていく。
「残したい日本の音風景100選」22）において、三沢駅の
南部風鈴〔岩手県奥州市　音風景の種類：生活その他〕
が示されている。駅のアナウンスや電車の動く音ととも
に、風鈴の音が鳴っている。ここでは風鈴の音は大切に
残していきたい日本の音と考えられている。また日本の
文化にも関連すると考えられる。
『幼保連携型認定こども園・教育・保育要領解説（平
成30年３月）』23）では、感性と表現に関する領域「表現」
〔内容〕のなかで、（５）さまざまな素材に親しみ工夫し
て遊ぶことが示されている。また、素材に関わる多様な
経験は、表現の幅を広げて、表現する意欲や想像力を育
てる上で重要であると記されている。
初等教育における生活や社会のなかの音や音楽に関わ

る内容が、中等教育においても大切にされる。また適宜、
自然音や環境音などについても取扱い、音環境への関心
を高めることができるよう工夫することも重要である。
このことは、人間にとっての音や音楽の存在意義を考え
ることにつながる24）。
『高等学校学習指導要領解説　芸術編　音楽編　美術
編』25）では創作に関連して、音素材について人の声、楽
器の音に続いて、自然界や日常生活に存在する音につい
て示されている。風、雨、川のせせらぎ、小鳥の声、虫
の音、機械の動く音などの自然音や環境音と、その特質
や雰囲気との関わりを理解することが示されている。
上記のように就学前の多様な豊かな経験が、初等教育

段階での音楽表現へとつながり、中等学校、高等学校で
の学びへとさらに発展していくことが期待されている。

Ⅶ　おわりに

本稿では、拙著「発問で育てる人間性」に引き続き、
小学校音楽科における発問（問答）例を示し、検討を進
めた。発問①に対する子どもたちの言葉に反応して、教
師がどのように発問②を行うか。さらに子どもたちは、
その発問②に対して、どのように答えていくかを示し
た。今回は発問例１と２において２つの発問パターンを

示した。多くのパターンをあらかじめ検討しておくこと
は、子どもたちとのより豊かな対話に発展することが考
えられる。地域、子どもたちの生活、既習事項の内容等
によっても発問は変化する。教育現場で実践する際のよ
り具体的な展開について検討を深めるなどして、今後も
発問例開発を試みたい。
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